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 何も慌てることはない* 

故・神本 武征 先生  
(東京工業大学名誉教授） 

 

 

2010 年に日産ゴーンさんがリーフの発売を始めた時，

世間の反応は冷たかった．ところが，最近の EVブーム

に煽られて，OEM各社は競って将来の EV生産計画を

発表し，EV専門家は，今度こそ本物です！とようやく

日の当たる坂道に出てきてご満悦である．確かに地球温

暖化の抑制，大気環境規制の強化，石油の供給不安など

内燃機関へ逆風は強まるばかりである．これらの問題が

深刻化すると，将来的に石油が存在しても使用禁止にな

る可能性が高い．一方，未成熟ながら，バッテリーの性

能は年ごとに向上し，価格も低下している．こう見ると

EV化の流れは合理的かつ必然的であるが，性能向上と

コスト低減，充電インフラの整備を考えると，EVの普

及には，かなり時間がかかると予想される．温暖化抑制

のパリ条約の希望的予測でも 2030年におけるEVの台

数は 1億台であり，これは世界全体 13億台の 8%に過

ぎない． 

                                                  
*本稿は，2018年 8月 28日に逝去された神本武征先生が，
生前に投稿された原稿を掲載させて頂いたものです． 

図 1は 19世紀から 21世紀までのモビリティの変遷

を示している．19 世紀は石炭と蒸気機関動力の時代で

あり，日本海海戦時(1905 年)の旗艦三笠の主動力が蒸

気機関であった．このエンジンは，横須賀に在る三笠の

船底で見ることが出来る．またデトロイトのフォード博

物館には，蒸気機関モビリティと村の発電機の動力とし

て使われた蒸気機関が多く展示されており，いかに蒸気

機関が広く使われていたかを知ることが出来る．大戦末

期の1945年に僕が東京から富山県に疎開した時の汽車

は蒸気機関車だったから，日本では 20世紀の半ばまで，

蒸気機関車が活躍していたことになる．かくて蒸気機関

は約 150年の歴史を経て 20世紀の後半に消滅した．そ

の後は周知のとおり内燃機関全盛の時代となり今日に

至っている．1886 年のダイムラーのガソリン自動車を

始点とすると現在は 132 年目，今世紀の終わりは 214

年目になる．蒸気機関と同様の歴史を辿るとすると，内

燃機関は今世紀の後半に寿命を迎えるかも知れない．そ

の後は化石エネルギー収奪文明を脱却して electro 

mobilityの時代に移行する． 

そもそも人類は，原始の時代から衣食住と火を全て自

然界から収奪して生存していた．紀元前 2000 年ごろ，

農作と牧畜によって食物を持続的に生産する革命的な
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方法を確立した結果，農作と狩猟の労働から解放された

専門家（神官，戦士など）が発生して大規模な人間社会

が形成された．衣料についても絹と木綿を生産して自給

できるようになった．明治時代の日本では群馬県を中心

に絹の生産が盛んになり，絹は外貨獲得の最大の輸出産

品であった．住居の材料である木材についても，日本人

は古くから植林による再生産の知恵を持っている． 

このように，我々は衣食住に関しては，サステイナブ

ルな生産方式を長い歴史の中で確立して，社会を発展さ

せてきたが，エネルギーとなると，人類はほとんど何も

してこなかったと言っても過言でない．無限にあると思

われた石油と石炭を大量に安価に入手して，それに全面

的に依存してきたからである．今や化石エネルギー収奪

文明の終焉を控えて，ようやく持続可能なエネルギーを

創出する必要に迫られている．これこそ我々エンジニア

が最大の努力と知恵を絞って完成すべき天下の大事業

である．機能劣化に陥っている民主主義と資本主義の修

正はさて置き，まずは衣食住に続いて持続可能なエネル

ギーを手にすることが，人類の生存にとって不可欠であ

る．まだ時間は十分ある．慌てず騒がず，大きな情熱を

もって新しい挑戦に挑もうではないか． 
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 部門企画行事のご案内  

 
第 30 回内燃機関シンポジウムのご案内 

内燃機関の持続的発展へ－飽くなき挑戦－ 

第 30 回内燃機関シンポジウム  
実行委員会委員長  

西田 恵哉(広島大学) 

 

内燃機関の永遠の課題である高効率化・低エミッシ

ョン化を追求する技術開発に加え，電動化との連携，

持続性のある燃料開発など，内燃機関に関連する新た

な技術課題に取り組むことが求められています．「内燃

機関シンポジウム」では，これらの課題に挑戦し続け

る内燃機関とその関連技術について，企業・大学・研究

所に所属する研究者・技術者・学生が最新の成果を発

表し意見交換を行うとともに，この発表と意見交換を

通して次世代を担う若手技術者を育成します．  

「内燃機関シンポジウム」は自動車技術会と日本機

械学会の共催で 1979 年から開催されているシンポジ

ウムです．毎年，定期的に開催される内燃機関に関す

る国内最高峰の講演会として位置づけられています．

2019 年度は第 30 回となり自動車技術会が主幹事学会

として下記の要領で開催します． 

 

【開催日程】 2019年 12月 10日（火）－12日（木） 

【開催場所】 広島国際会議場 

広島市中区中島町 1-5（平和記念公園内） 

JR広島駅から路線バスで約 20分，市内電車で約

25分 

広島空港からリムジンバスで約 70分 

【共催学会】：公益社団法人 自動車技術会（幹事学会） 

一般社団法人 日本機械学会 

【協賛学会（予定）】 

可視化情報学会，石油学会，日本液体微粒化学会，

日本エネルギー学会，日本ガス協会，日本ガスター

ビン学会，日本トライボロジー学会，日本内燃機関

連合会，日本燃焼学会，日本マリンエンジニアリン

グ学会，日本陸用内燃機関協会 

【主要日程】 

2019年 3月末 講演申込開始 

2019年 6月末 講演申込(アブストラクト)締切 

2019年 9月末 講演原稿提出締切 

【内容】 

下記の一般講演の他，基調講演，フォーラムを計画し

ています． 

エンジン燃焼：火花点火燃焼，圧縮着火燃焼，燃料

噴霧，混合気形成，予混合圧縮自着火，着火・燃焼，

ノッキング  

排気・環境：燃焼生成物，後処理，触媒，廃熱回収，

環境影響評価 

燃料：バイオ燃料，合成燃料，水素，燃料添加物 

潤滑・トライボロジー：潤滑油，摩擦・摩耗，低摩擦

化 

振動・騒音：低振動化，低騒音化 

新機構・システム：可変動弁，可変圧縮比，ガスエ

ンジン，ロータリーエンジン，ガスタービン，ハイ

ブリッド技術 

要素技術：燃料噴射，過給，吸排気系，冷却・伝熱 

計測・制御：レーザ・光学計測，診断法，数値計算・

シミュレーション，システム制御，最適化 

その他：内燃機関に関する技術一般 

 

第 30回内燃機関シンポジウムのサブタイトルは「内

燃機関の持続的発展へ－飽くなき挑戦－」としました．

「飽くなき挑戦」，開催地広島の自動車メーカーである

マツダは 1967年，世界で初めてロータリーエンジン車

の開発に成功しました．ロータリーエンジン開発部長

だったマツダの元会長 山本健一氏が，苦難の開発を振

り返って残された言葉をお借りしました． 

「内燃機関シンポジウム」は内燃機関の研究開発に

取り組む研究者・技術者・学生，あるいは若手・中堅・

ベテランが一堂に会する交流・ネットワーキングの場

を提供します．質の高い研究発表を聴講することがで

き，十分な質疑応答ができる講演時間が確保されてい

ます．奮ってご参加いただきますよう，ご案内申し上

げます．  
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2019 年度年次大会のご案内 

まんず，あべ！機械学会さ！ 

－ 秋田に集うしったげおもしぇ技術 － 

2019年度年次大会企画委員 
川島 純一 (石巻専修大学) 

 

2019 年度年次大会は，2019年9月8日(日)から11日

(水)までの4日間にわたり，秋田大学 手形キャンパス

(秋田県秋田市)を会場として開催されます． 

本年度は，『まんず，あべ！機械学会さ！－秋田に集

うしったげおもしぇ技術－』※をキャッチフレーズに，

「サスティナビリティ」，「AI 社会の機械工学」，「少

子高齢化・人手不足を支えるテクノロジー」をテーマ

として，多岐に渡るセッションが企画されております． 

特別企画プログラムとして，エンジンシステム部門

では例年通り，基調講演，先端技術フォーラム，ワーク

ショップを企画いたしました． 

基調講演では，2019年度(第97期)日本機械学会エン

ジンシステム部門 部門長の千葉大学 森吉泰生先生よ

り「エンジン研究の国際連携」についてご講演を賜り

ます． 

先端技術フォーラムでは，「RDE (Real Driving 

Emissions)」をテーマに，大学・研究機関・企業におい

て第一線の研究・開発を行われている専門家の方々に

ご講演いただき，多角的な視点から議論させていただ

く場を設けたいと考えております． 

ワークショップでは，「ディーゼル燃焼の相似性」を

テーマとした講演を企画しております． 

学術講演会では，機械潤滑設計部門と合同の「持続

可能社会に貢献するエンジン燃焼・潤滑・後処理技術」，

流体工学部門，動力エネルギーシステム部門，熱工学

部門，バイオエンジニアリング部門と合同の「熱・流れ

の先端可視化計測」，市民フォーラムでは，技術と社会

部門と合同で「温めて動く機械スターリングエンジン」

を企画しております．また，部門賞贈賞式および部門

同好会を行う予定です． 

講演申し込み締め切りは3月4日(月)，原稿提出締め

切りは7月22日(月)となっております．大会の詳細およ

び講演申し込みに関しましては，下記の年次大会Web

サイト https://www.jsme.or.jp/conference/nenji2019/ 

index.html）をご参照ください． 

会場となる秋田大学 手形キャンパスへは，秋田新幹

線（こまち）秋田駅や，秋田空港～リムジンバスでアク

セスが可能です．（http://www.akita-u.ac.jp/honbu/ 

access/） 

部門登録者の皆様におかれましては，是非ともご参

加の程，よろしくお願い申し上げます． 

※共通語訳「まずは参加しよう！機械学会に ！－秋田

に集うとても面白い技術－」 

 

 

 

 

 

 
https://www.jsme.or.jp/conference/nenji2019/
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 神本武征先生追悼  

神本先生の教え 

飯田 訓正(慶應義塾大学)  
 

神本先生には折に触れて多くことを学ばせていただき

ました．その一端をご紹介させて頂きます． 

 

1) サイエンスからテクノロジーへ 

SIP 革新的燃焼技術は 5 年間の研究開発期間を今年度

末に終了いたします．神本先生には最終公開シンポジウム

にご出席を賜り，成果報告をさせていただくことを願って

おりましたが，果たすことができませんでした． 

同研究プロジェクトの設立と推進は，産官学の多くの

方々のご尽力，ご支援の賜物によるものですが，その中で

燃焼学会，自動車技術会，日本機械学会の学会活動に貢献

された神本先生のお陰によるところが大きい．プロジェク

トは「熱効率 50％に向けた All Japanでのチャレンジ」

という数値目標が定められました． 

内燃機関シンポジウムの懇親会にて神本先生は「飯田君，

SIエンジンの熱効率 50％実現にはスーパーリーンバーン

技術が重要であり，高度なサイエンスを活用した技術開発

が求められる．だから，大学はサイエンスを徹底して行う

べき．企業はテクノロジーに磨き上げること，それを役割

分担としなさい．」と述べられました． 

イノベーションはインサイト・アウトの思想による「科

学と技術とのシナジー効果」で生まれることを説いていた

だきました． 

 

2) 素朴な疑問とサイエンスのリテラシー 

神本先生には，折に触れて素朴な質問をいただきました．

その一つが「飯田君，月は満月が一番明るいが，満月は，

平たい円盤のように，表面が一様の明るさに見える．月は

球体なのに何故でしょうか？」というものでした．神本先

生は現象をより上位の普遍的な概念で捉えたいとする願

望をお持ちでした． 

ウィスコンシン大学のマイヤー先生とウエハラ先生が

「ディーゼル火炎中の「すす」の温度と光学的厚みを計測

する方法(二色法)」を開発されました．それをいち早く日

本に紹介し，さらにはディーゼル火炎の高速度直接撮影画

像から二色法にて「すす」の KL値と温度を解析する方法

を開発されました．しかし論文で引用した「火炎中のすす

粒子固体表面の放射率(吸収率)」の根拠について，長年に

渡り疑問をお持ちの様子でした． 

月表面の太陽の反射光に対する素朴な疑問に通じると

ころです．東工大を退官された後に極めて見事な論文を自

ら立ち上げたエンジン研究の国際的な専門誌 IJER に執

筆投稿されました． 

サイエンスを極めなさい，普遍性を探求しなさいという

教えでした． 

 

3) 若手研究者へのメッセージ 

JSME の研究分科会にて「Φ-T map (ファイティー)マ

ップはどうして創られたか？」と題して若手研究者に向け

たご講演をいただいたことがございます．神本先生の研究

論文の中で最もサイテーション数が多い世界的な研究に

ついて，ご自身の経験を紹介された後に「日本のエンジン

研究」について次の様に総括されました． 

・定容燃焼器と RCM の実験が多い：「広安，藤本，神本

の 3人が日本のエンジン研究をおかしくした」と池上先生

が冗談でおっしゃったエピソードを紹介され，戦後の

Science engineeringの流れについて，次の様にコメント

をされました． 

・当時はそれなりの成果を挙げ，世界的に評価された．

しかし， 

図１ 神本先生の SAE World CongressでのΦ-Ｔ mapの
成果公表は OHPシートによる講演だった．講演の最後は
得意のスケッチにてディーゼル燃焼のコンセプトを示さ
れた．一番前の席にお座りのウエハラ先生が絶賛された． 
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・現在の欧米では最新の実機（量産エンジン）を使った研

究が主流となっている． 

・日本は周回遅れとなっている．はやく古い呪縛から逃れ，

実機への研究へ転身して欲しい． 

続けて，次のことを指摘されました． 

・ままごと遊び   ⇒ 本物でない 

・つまみぐい     ⇒ 表面的 

・ヤッターデター ⇒ 普遍性なし 

・演習問題的     ⇒ オリジナリティなし 

「普遍的な研究成果を求め，工学への展開を心がけるべし」

との教えでした． 

 

4) 工学研究のあるべき姿 

  燃焼シンポジウムにおける熊谷清一郎教授のご講演を

紹介されました． 

・「私は液滴燃焼の研究を長年やってきたが，それはエン

ジンのための基礎研究であって，頭の中ではいつもエンジ

ンの轟音が轟いていた．片時もエンジンのことを忘れては

いない」 

・「基礎研究と称して液滴燃焼が研究目的となっているこ

とへの痛烈なる批判」 

神本先生は，熊谷先生のお言葉を引用されてエンジン燃焼

研究も同じであると説かれました． 

 

5) 研究テーマの選択と実行 

 1. 世界の最新情報を収集（生の情報ネット） 

 2. 得られた情報の分析（学力と知識） 

 3. 他人の助言をいとわない（柔軟性） 

 4. 世界でまだ誰もやっていないか（先端性） 

 5. 難しそうだが，どうするか（勇気） 

    見敵必戦! (Royal Navy) 

    前へ前へ!（明治のラグビー） 

研究テーマは上記の５つの指針にて選択すべしと教え

てくださいました．また，もう一つの「5」も大切にと勧

めておられました．それは「企業人との午後 5時以降の懇

談」です． 

これらは若手研究者に向けたメッセージとおっしゃら

れましたが，本当はベテランの研究者に伝えたかったこと

だと思います． 

 

神本先生は，研究者の道を自ら極め実践されると共に，

いつもその進むべき道を説いてくださいました．感謝に耐

えません．神本先生のご冥福をお祈りいたします． 

図 2 学園祭にホバークラフトを出品(大学 3年生) 機上の
学生が神本先生 

 
 

神本先生と模型飛行機 

高村 昭生(小野測器) 

 

 

1985 年 11 月 12 日に神本先生を東工大の本館 2 階 16

号室に訪問したのが，33 年近くに及ぶ長いおつきあいの

始まりでした．それは，ディーゼルエンジンの燃料噴射ポ

ンプの特性を測定する装置を開発した当社が，次のステッ

プとして時間分解能を向上させて噴射率を正確に，かつ生

産現場でも容易に使えるものを開発する計画を立ててい

たときでした．コモンレール式噴射装置が実用化される以

前のことですが，すでに電子制御式噴射装置が発表され，

それまで普及していたビューレット管式の噴射量計はも

ちろんのこと，当社の新しい噴射量計でも特性試験に必要

な性能が得られないことがはっきりしたからです．いろい

ろ文献を調べていると神本先生が書かれた論文「ディーゼ

ル機関の燃料噴射率の測定に関する研究」 (内燃機関 

1973)に辿り着きました．そのため教えを請うために訪問

したのがこの時でした．初めてお会いした時，あの大きな

目でにらまれて身のすくむ思いをしたことが今でも脳裏

に残っています．先生が東京工業大学助教授時代のことで

した． 

それ以来 15年以上に渡って，先生を囲んだ社内の研究

会でご指導いただきました．この研究会を通して念願の高

性能噴射率計ばかりでなく，噴霧粒径分布測定装置，圧縮

比計など製品化に至ったものが数点あります．噴射率計は

現在も当社の主力商品の一つとなっていますし，2007 年

度の日本機械学会賞技術賞もいただきました．製品を開発
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しただけではなく，多くの論文発表もご指導いただき，

1989年の SAEペーパーはその年の Transactionsに掲載

されました． 

ほぼ月 1 回のペースで開催された研究会と終了後の先

生を囲んでの夜食は参加社員の楽しみでありました．その

場では技術面だけではなく多くの示唆に富んだお話を伺

うことが出来，若い社員によい刺激を与えて戴きました． 

 

模型飛行機クラブ「上の空」 

ご専門に関するお話から離れますが，先生が参加されて

いた模型飛行機の会「上の空」に関して少し書かせていた

だきます．この会は日野自動車の元副社長でおられます鈴

木孝氏の音頭で始まったゴム動力の模型飛行機クラブで，

年 1回全国大会が開かれます．1986年に第 1回大会が開

催され 33 年の歴史を持つクラブですが，先生は 1995 年

の第 10回大会から参加されています．私もお誘いを受け

て第 13回大会から参加させていただき，会場の「やまび

こドーム」までの往復もご一緒させていただきました．大

会では機体の出来具合と飛行時間が評価の対象になりま

す．2時間ほどの間に現地での調整をして飛行時間を競う

のですが，時間に余裕はなく，調整中に壊してしまうこと

もあり，時間切れ間近にもうここまでという感じで記録に

挑むわけです．そんな慌ただしい状況で，ご自身の作業も

進めながら先生はよく周りの様子を観察され，夜の品評会

では誰々の機体の出来具合は何処がよくて，飛び方はどう

であったとかいう批評を展開されていました．端で見てい

てもそのお役目は大変なものであると感心したものでし

た．先生は途中 3年ほどは業務多忙で不参加でしたが，そ

れ以外は全て参加されて 2回の優勝（チャレンジクラスと

自由機クラスで各 1回）を果たされています．写真 1は最

後の参加となった 2017年に自由機クラスで優勝され，優

勝カップを授与されたときのものです．久しぶりの優勝で

大変よい表情をされていました． 

いつも大会の準備に関してはスロースタートの先生で

したが，昨年 2月には 11月の大会に向けては早々と 2機

を完成させ，多摩川の河原で調整を済ませられたという連

絡が入りました．その 1機は 30年ほど前に天賞堂で購入

したキットで，長年着手できませんでしたがとうとう完成

されたということでした．更にもう 1機作られましたが機

種は「秘密」とされました．しかし，後に参加機体リスト

をみると「レッドブル」というレーシング機でした．2機

とも先生の遺作となってしまいましたが，今はご家族によ

って大事に保管されています． 

また昨年は新しい模型飛行機作りの工法を発表され周

囲にそれを開示されています．その工法は，ゼロ戦のよう

な丸胴の機体を机上で正確に組み上げるための方法で，簡

単な追加冶具で正確な組み上げができるということを力

説されていました．喜寿を越えてからもなお新しい方法を

工夫されていたことが分かります． 

先生の模型飛行機づくりの経歴は中学校時代に溯りま

す．20 年以上前のことですがエルランゲン大学のダルス

ト教授が来日され，神本先生のお宅を訪問して歓談された

ときのことです．何かの話の弾みで先生の大事な宝物を披

露していただくことになり，奥の部屋から持ち出されたボ

ール紙の箱の蓋をそっと開けると，そこには作りかけの飛

行機のソリッドスケールモデルが大事に保管されていま

した．「私が高校生の時に作りかけた模型飛行機で，リタ

イヤして時間が出来たら完成させようと楽しみにとって

あります」というご説明でした．その後，伝え聞いたこと

ですが，ソリッドモデル制作の腕前はプロ級で，高校時代

は作品を模型屋に売ってアルバイトにしていた程である

そうで，よい小遣いになったと聞きました．今日のように

プラモデルのスケール機が一般的になる以前のことです．

写真 2は高校生の時作られたソリッドモデル「F86F セイ

バー」です．先生の模型飛行機の原点がここにあり，ゴム

動力機もいつも塗装にはこだわられて仕上げが大変丁寧

でした．それが一面では飛行時間が延びにくい理由ともな

っていましたが，その由来は高校時代の模型作りにあった

ということで納得がいきました． 

 

昨年，亡くなる 10日ほど前に届いたメールの添付ファ

イルは，日経エネルギーに掲載された先生の記事「スロー

でも EV 時代は必ずやってくる」でした．21 世紀も半ば

まではディーゼルエンジンだと確信され，名誉教授になら

れた後もディーゼルエンジン研究の指導に当たられてい

た先生が初めて電気自動車を積極的に評価されると受け

取られるタイトルに接し衝撃を受けました．その記事を前

にして社内で話をしていたところに先生の突然の訃報が

届きました．エンジンあるいは自動車に関して時代が大き

く変わりつつあることを改めて印象づけられることにな

ってしまいました． 

時間に少しは余裕のできた先生にこれからも多くのこ

とを教えていただきたく思っていましたが，あの独特の落

ち着いた語り口が二度と聞かれなくなり，真に残念という
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しかありません．けれども，あちらの世で模型飛行機作り

に勤しまれていることは間違いないことと思います．心よ

りご冥福をお祈り申し上げます． 

 

 
写真 1 2017 年に「上の空」の自由機クラスで優勝され
優勝カップを授与されました 
(左：神本先生 右：北浦会長 撮影：早川会員) 

 
写真 2 高校生の時作られたソリッドモデル「F86F セイ
バー」 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

神本武征先生を偲んで 

森吉 泰生(千葉大学)  
 

日本のエンジン研究をリードされ，本会の会員でもあら

れました神本武征先生が去る 2018 年 8 月 28 日にご逝去

されました．急性の心不全で享年 79 歳の生涯でありまし

た．現在の医学の進歩からいえば，まだまだご活躍できる

年齢であり，非常に無念です．亡くなられる前日には機械

学会の研究分科会に参加され，研究者を鼓舞されており，

周りに迷惑を掛けることを嫌っておられた先生らしい最

後だったと思います． 

先生は東京工業大学を 1963 年に卒業後，そのまま大学

院修士課程に進まれた後，助手になられました．1981年に

助教授，1987 年に教授，1997 年から定年の 1999 年まで

工学部長を務められました．その後，東海大学に異動され

て 2006 年まで教授，2008 年 4 月から 2012 年 3 月まで

は，ものつくり大学の学長を務められました．学長を終え

られた後も，学会に参加して特に若い研究者を励ましてお

られました．また，東工大，千葉大，明治大にも時々顔を

出されて，講演をして頂いたり，相談にのって頂いたりし

ておりました．エンジン関係のジャーナルでは非常に高い

インパクトファクタを有する International Journal of 

Engine Researchのアジアのエディターも務めておられま

した．  

私は学部 4年生になった 1984年に神本先生の研究室に

配属されて以来，長い間大変お世話になりました．もとも

とエンジンに興味があり，自動車会社に就職しようと考え

ていたのですが，先生からのご助言もあって，修士，博士

と進んで，さらに千葉大の助手のポストまでお世話頂き，

心より感謝しております． 

私が学生時代に行ったのは，図 1に示す可視化エンジン

の設計・製作，さらに LDV による流速測定やシート光を

使った高速度カメラによる可視化でした．数値解析も同時

に行い，乱れとサイクル変動の分離や，乱流モデルの課題

について検討しました． 
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図 1 可視化エンジン断面図 

神本先生の数ある業績のうち，特に有名なのは，1）高圧

噴射ディーゼル噴霧の先駆的解析（図 2），2）二色法やガ

スサンプリングによるディーゼル燃焼解析，3）当量比と温

度の座標上にすすと NO の生成領域を描いた φ-T マップ

（図 3）と考えます．1)の研究はディーゼルの噴射圧力が

まだ数十MPaの時代に 100MPa以上で噴射できる噴射系

を新たに設計試作し，大型の急速圧縮装置で非蒸発噴霧の

ザウタ平均径を計測するという，当時としてまだ珍しいパ

ルスレーザを使った画像解析技術に関するものです．高圧

噴射が粒径に与える影響を定量的に示した工学的にも大

変価値ある成果でした． 

 

図 2 噴霧全体のザウタ平均径を求める画像計測システム 

図 3 当量比と温度に対しNOと Sootの生成域を示すマップ 

 

神本先生が日頃から仰っていたのは， 

（１）工学は役に立たなければならない， 

（２）そのために，普遍的な結果を導く必要がある， 

（３）発表や論文は小説のようにストーリーがないといけ

ない， 

ということで，私もその実践に努め，指導している学生に

も日頃から言っております． 

神本先生には本当にお世話になりました．研究者として，

教育者として，また一人の人間として，社会に広く貢献さ

れ，多くの人間を育ててこられました．深く感謝を申し上

げます共に，心よりご冥福をお祈り申し上げます． 

 

 

 

 

 

 

リーダーシップ 

小酒 英範 (東京工業大学)  
 

「公正で開かれた研究者」．筆者が故神本武征先生の人

物像について問われれば，このように答えます．人物像に

関する質問に対し，この回答は限られた一面にすぎないで

あろうと思われるかもしれません．せめて「研究者」の部

分は「人」とすべきではないかと思われるでしょう．筆者

は学部 4年生で神本研究室に所属し，博士課程までは学生

として，それ以降は助手として神本先生が東工大を退職さ

れるまで先生のもとで研究をさせていただきました．筆者

の神本先生の人物像は，まず「研究者」としての姿です． 

筆者が学生の頃，神本研究室では，特にエンジン内現象

のレーザー計測と数値解析に重きを置いた研究が実施さ

れていました．これらの研究では，従来基礎研究における
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結果はあるものの，エンジンへの適用報告はほとんどなく，

研究室内ゼミにて学生が報告する計測結果や解析結果は，

ほぼ世界初のものばかりで，その妥当性や価値については

未知の部分が多かったといえます．ゼミにおいて先生は，

無知であることを学生に隠さず，ともに同じ立場で議論す

ることを求めておられました．初出データに対し誰よりも

興奮すると同時に，様々な視点から考察する冷静さを保つ

努力をされていたのだと思います．それゆえに，矢継ぎ早

の質問攻めにあった学生は，最初は「怖い先生」の印象を

持ちますが，必死に質問に答えていく過程で自分もチーム

の一員であることに気づかされます．これに気づけば，質

問攻めにあった学生は先生の意見に反論し，先生も指摘さ

れた誤認点を自ら正すなど，議論が活性化していきます．

これらの研究者としての公正な姿勢は当たり前のことと

思われますが，実践するのはとても難しいことです．神本

先生は研究者として他者に対するときには，基本的に等し

く接しられました．身分，立場，所属機関の壁は一切ない．

シンポジウムの討論でも，招待講演の質疑応答でも，ゼミ

で学生に対するのと同様に相手に対します．先生の好奇心，

探求心，研究者としての立場は常に外に向かって開かれて

いました． 

2019年 3月で終了する戦略的イノベーション創造プロ

グラム（SIP）「革新的燃焼技術」の設置に関して，神本先

生はその必要性を国に強く主張したと聞きます．様々な理

由があるのでしょうが，身分や組織を超えた協働によるオ

ープンイノベーションの必要性がその一つであったこと

は間違いないと考えます．筆者が参画した当該プログラム

「ガソリン燃焼チーム」では，慶應義塾大学飯田訓正特任

教授の強力なリーダーシップのもと，超希薄燃焼コンセプ

トによりガソリンエンジンの正味熱効率 51.5％を達成し

ました．当該チーム内では，担当テーマごとに 4班が構成

され研究を協働実施しました．ほぼ 3か月ごとに開かれた

班会議では，まさに前述の神本研究室ゼミと同様に，所属

機関，身分，立場を超えた侃々諤々の議論が展開され，率

直な意見のぶつけ合いから多くのアイデアが生まれ目標

値を達成しました．このような大型研究の進め方は，万能

ではないかもしれません．世界一の研究者を招聘し，集中

投資する方が，短期的に当該分野の研究を推進するうえで

効果的ともいえます．しかし，長期的に優れた技術者，研

究者を育成していく方法としては，協働型の研究プロジェ

クトはより効果的であると考えます．神本先生は，長年の

大学における教育研究を通して得られた技術者・研究者の

教育法を社会実装したかったのではないでしょうか．この

意味において，冒頭の人物像は「公正で開かれた教育・研

究者」とすべきかもしれません． 

神本先生は，「お涙頂戴の話は好きではない．」と言われ

ていました．生前の先生を偲ぶことより，残された者によ

るより良き成果の達成を望まれるでしょう．しかし，一つ

だけ神本先生との個人的なエピソードを紹介させていた

だきます．研究室に配属されてから間もないとき，研究室

間で野球の試合が行われ，試合中に外野を守っていた筆者

に向かって大きなフライが飛んできました．野球は全くの

素人でしたが，真上にボールが落ちてきたので何とか捕球

できました．その回を終えベンチに帰ると，神本先生が満

面の笑みで，「君のおかげで，失点を最小におさえること

ができたよ．」と，迎えていただきました．何気ない一言

でしたが本当に役に立ったのだと感じたものです．先生は

他者を褒める時機とやり方がとても上手で，チーム力を最

大に引き出すことに長けた方でした． 

神本先生，これからは，我々がヒットをつないでいきま

す． 

神本武征先生，ありがとうございました 

相澤 哲哉(明治大学)  
 

2018年 8月 28日，神本先生が逝かれました．その日，

私は会議で東京から名古屋大へ昼過ぎに到着した直後に

携帯へ訃報を受け，とんぼ返りで神本先生の御自宅へ向か

うため新横浜行きの新幹線に乗車しました．車中，来たる

葬儀の準備に頭をフル回転させる冷静な自分と，先生の御

顔を拝むまでどうにも現実を受け止められない動揺した

自分が重なり合っていました． 

神本先生を初めて知ったのは，1990 年に東京工業大学

へ入学し，学部 1年次の初学者向けのオムニバス形式の講

義を受けた時でした．神本先生の幼少時から最新の研究内

容までをカバーする 90分の「自己紹介」にすっかり魅了

されました．高校の頃から航空宇宙エンジンに興味があっ

た私は，当時の航空宇宙技術研究所(現在の JAXA)と共同

研究も実施していた神本研究室を迷わず志望しました． 
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学生時代から現在に至るまで，神本先生から教わったこ

とは，数えればきりがありません．研究内容については，

ごく最近まであまり褒められた記憶がありません．いつも

「だめじゃない？」「次はどうするの？」と言われ続けて

きて，今でも天から同じ声が聞こえ続けている気がします． 

2000 年に神本先生と故・松井幸雄先生の御指導のもと

で博士の学位を取得し，そのまま松井・小酒研究室の助手

に着任してからは，研究だけでなく教育についても，神本

先生から大きな影響を受けたように思います．2008 年，

明治大学への教員採用時の面接で教育と研究に対する考

え方を問われた際に，「どの子も可愛い」「研究と教育は表

裏一体」「国際的な人的ネットワーク」の 3つを挙げまし

た．振り返ればどれも，直接的あるいは間接的に神本先生

から教わったことです．基本的な考え方は今もまったく変

わっていません． 

「国際的な人的ネットワーク」については，学生時代か

ら東工大神本研を訪れる数々の外国人研究者のお世話を

させて頂く過程で，そのネットワークの広さと深さを目の

当たりにしたことが大きかったように思います．比較的最

近になってそれを改めて感じたのは，2016年 11月に研究

室 OBが集まって開催された，神本先生の喜寿祝賀会の準

備のときでした．筆者の知る限りにおいて神本先生が懇意

にされていたと思われる世界中の研究者の方々(下の写

真)にお願いをして，喜寿のお祝いのビデオメッセージを

贈って頂き，祝賀会当日に神本先生の前でサプライズ上映

したのです．涙目になりながらビデオメッセージを喜んで

鑑賞して下さった神本先生の笑顔が，今も鮮明に記憶に残

っています．メッセージを送ってくださる方々の御負担に

ならぬよう短時間でとお願いしたつもりでしたが，メッセ

ージはどれも，恐らくは準備も含めてかなりの時間を費や

して撮影された深い気持ちの入ったもので，改めて神本先

生の「国際的な人的ネットワーク」の広さと深さを認識す

る機会となりました． 

2018年 9月 3日に執り行われた神本先生の葬儀には，

下の写真の研究者の方々はもちろんのこと，世界中の方々

から神本先生を偲ぶ膨大なメッセージが寄せられました．

葬儀に参列される方々にその渦巻くような想いを共有し

て頂けるようにと，メッセージを印刷して葬儀会場へ陳列

しましたが，葬儀後も暫く，メッセージは途切れることな

く送られてきました．その多くが神本先生への「感謝」の

念に溢れるものだったことが，強く印象に残っています． 

神本先生，長きに渡り導いて頂き，本当にありがとうご

ざいました． 

 
2016 年 11 月 神本先生喜寿祝賀会にビデオメッセージを贈って下さった方々 (左上から順に時計回りに Prof. Dinos Arcoumanis, Dr. 
Felice Corcione, Dr. Paul Miles, Prof. Rolf Reitz, Prof. David Foster, Dr. Todd Fansler, Prof. Christopher Rutland, Dr. John Dec, Prof. 
Myung-Whan Bae, Prof. Pramod S Mehta, Prof. Konstantinos Boulouchos, Dr. Bianca Maria Vaglieco) 
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連載エッセー 最終回 

Chapter 5 – Final Chapter in Memory 

of Emeritus Professor Takeyuki 

Kamimoto 

有賀 進(ARIGA TECHNOLOGIES, DBA)  
 

Prof. Kamimoto presented a map of soot and NO 

formations in the relationship between the 

equivalence ratio and temperature at the Society 

Automotive Engineers (SAE) congress meeting in 

1988.  He developed this map based on numerous 

research results he acquired over many years of his 

continued dedication to better understanding of 

combustion mechanisms.  The map captured 

audience attention when presented at the session 

because attendants were very impressed and 

commented that the map would be of significant help 

in understanding complex combustion phenomena 

and an aid in developing related engine systems for 

commercial applications.  Not only did his research 

contribute to the advancement of combustion 

systems, but engine researchers worldwide 

frequently referenced Prof. Kamimoto’s research 

results for developing practical clean and efficient 

diesel engines. 

 
Soot and NO Formation Map1 

 
                                                  
1 T. Kamimoto and M.H. Bae, “High Combustion Temperature 

for the Reduction of Particulate in Diesel Engines,” SAE Paper 

About thirty years ago, I met Prof. Kamimoto with 

Prof. Hiroyuki Hiroyasu of the University of 

Hiroshima in San Antonio when they visited 

Southwest Research Institute (SwRI) to exchange 

information on various subjects related to 

combustion and fuels.  Afterward, we maintained 

contact and met occasionally.  We talked about 

engine technologies in general and the difference in 

research activities between Japan and the U.S. 

among other topics of mutual interest.   

 

 
At a restaurant in San Antonio; from the left, 
Susumu Ariga, Takeyuki Kamimoto, Hiroyuki 

Hiroyasu, and Yaeko Ariga. 

 

Prof. Kamimoto often expressed his concern about 

the poor communication skills of Japanese 

professionals and was interested in learning about 

the communication that I generally had with my 

colleagues at SwRI and with our clients at various 

places in the U.S. and Europe.  SwRI is a not-for-

profit organization that provides services to both 

industries and local and federal government agencies 

for fees.  All projects are funded by the clients; 

hence, there is no budget or financial support from 

other entities.   The professional and management 

staff are, therefore, encouraged to develop technology 

and science and promote business with clients to 

meet both technical and financial goals for each 

quarter.  On completion of a project, there is no 

physical product to deliver per se but a report that 

describes the project results to the client.  Thus, it 

is critically important that the report content with 

full disclosure of the project conducted be not merely 

clear, but also a model of excellent communication 

with the client who funds the project. 

No. 880423, February 29 – March 4, 1988. 
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Although this may or may not still be general 

practice performed at SwRI, when I was working 

there, the draft report of every project normally 

received peer reviews before it was finalized.  This 

process was mandated by management to ensure 

that the report content was accurate and precise yet 

easy-to-read for anyone regardless of technical or 

non-technical background.  The report was checked 

for clear content, ease of understanding, redundancy, 

wording, English grammar, appearance, etc.  The 

report reviewed by the peers was further reviewed by 

a technical writer for final checks of structure, flow, 

wording, format, and grammar.  Because of this 

practice, the final reports that each project manager 

produced were generally well accepted by our clients.  

A similar practice was used when we prepared a 

proposal and presentation material for a client and a 

paper for a technical conference to publish research 

results.  Prof. Kamimoto was very interested in this 

peer review practice and actually tried the same 

practice at his office.  He asked his staff and 

students to review his papers and told me that it 

worked very well, and, at the same time, he said that 

he learned something valuable from the review 

process. 

 

Prof. Kamimoto talked to me about the Engine 

Systems Division (ESD) newsletter published by the 

Japan Society of Mechanical Engineers (JSME) and 

asked me to contribute a series of essays to that 

newsletter.  He was interested in my thoughts about 

U.S. technology, business, and communication based 

on my knowledge and experience.  I was honored to 

have such a request from Prof. Kamimoto and 

accepted his offer to write essays for ESD. 

 

I wrote my essays to share information about 

practice in the U.S. in terms of technological 

development particularly related to the business 

world.  I tried to deliver something useful for 

Japanese audiences to learn about how American 

people come up with ideas and then make those ideas 

work in the real world.  Considering the process of 

developing an idea and making it practical for the 

business world, I often wrote about how important it 

would be to communicate with people in an efficient 

and effective manner to capture audience interests.  

Communication is a process to understand one 

another about respective thoughts and the process 

requires a certain amount of concerted effort to make 

sure that shared understanding is successful so that 

both parties can draw conclusions about the concept 

and say either yes or no to the idea or proposal.  For 

these reasons, I selected related subjects to write 

about for the ESD newsletter (Chapter 1: Dream and 

Entrepreneurship; Chapter 2: The U.S. Government-

Funded Technology Developing Programs; Chapter 

3: Curiosity: The Foundation of Creativity; and 

Chapter 4: Trade Organizations). 

 

With this final chapter, I would like to thank those 

who provided me with feedback on my essays.  My 

sincere appreciation goes to Prof. Kamimoto who 

gave me this opportunity and to Prof. Tets Aizawa for 

managing the news letter.  Like many friends of 

Prof. Kamimoto, I truly miss him and the 

stimulating conversations we had over three decades. 
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●SAE 2019 High Efficiency IC Engine 
Symposium 
 開 催 日：2019/4/7 - 8 
 開催場所：Detroit, United States 
 https://www.sae.org/attend/high-efficiency/ 
 
●WCX SAE 2019 World Congress Experience 
 開 催 日：2019/4/9 ‒ 11 
 開催場所：Detroit, United States 
 https://www.sae.org/attend/wcx 
 
●(公社)自動車技術会 2019年春季大会 
 開 催 日：2019/5/22 ‒ 24 
 開催場所：パシフィコ横浜（横浜市） 
 http://www.jsae.or.jp/2019haru/ 
 
●JSAE/SAE Powertrains, Fuels and Lubricants 
International Meeting 
 開 催 日：2019/8/26 ‒ 29 
 開催場所：京都テルサ（京都市） 
 http://pfl2019.jp 
 
●(一社)日本機械学会 2019年度年次大会 
 開 催 日：2019/9/8 ‒ 11 
 開催場所：秋田大学（秋田市） 
 https://www.jsme.or.jp/conference/nenji2019/ 
 
 

 
●ICE 2019 14th International Conference on 
Engines & Vehicles 
 開 催 日：2019/9/15 ‒ 19 
 開催場所：Capri, Italy 
 http://www.sae-
na.it/images/download/ICE2019/ICE2019_flyer02.pdf 
 
●(公社)自動車技術会 2019年秋季大会 
 開 催 日：2019/10/9 ‒ 11 
 開催場所：仙台国際センター（仙台市） 
 http://www.jsae.or.jp/2019aki/ 
 
●JSAE/SAE Small Engine Technology 
Conference 
 開 催 日：2019/11/19 ‒ 21 
 開催場所：広島国際会議場（広島市） 
 http://www.setc-jsae.com/ 
 
●第30回 内燃機関シンポジウム 
 開 催 日：2019/12/10 ‒ 12 
 開催場所：広島国際会議場（広島市） 
 http://www.jsae.or.jp/intconf/ice/sympo2019.php (予定) 
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 行事カレンダー  

第 96期広報委員会: 委員長  相澤 哲哉 （明治大学，taizawa[at]meiji.ac.jp） 

幹 事  近藤 克文 （豊田中央研究所） 

本ニュースレターの発行を持ちまして 2年間の任務を終えることとなりました．部門広報活動に御協力頂きました方々にこ
の場を借りて御礼を申し上げます．第 97期は岡山大学 河原 伸幸 先生(委員長)，群馬大学 座間 淑夫 先生(幹事)にバトンを
お渡しします．当ニュースレターでは引き続き，皆様からの自由な投稿を歓迎致します．筆がむずむずしている方は是非，次
期広報委員までご連絡下さい． 


